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今
度
、
印
牧
邦
雄
氏
が
刊
行
さ
れ
た
「
穴
馬
村
小

史
」
と
「
和
泉
の
自
然
と
歴
史
」
に
は
地
域
の
社
会

的
特
徴
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
、
今
な

お
、
際
立
っ
た
地
域
の
特
性
を
示
す
歴
史
の
全
貌
が

あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
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す
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泉
地
区
に
入
り
調
査
研
究
に
精

魂
を
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さ
れ
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さ
れ
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い
る
が
、
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し
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し
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、
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な
か
で
注
目
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
の
経
済
的
基
盤
と
な
っ
た
の
が
穴
馬
郷
の
鉱

山
で
あ
っ
た
。

印
牧
氏
の
両
著
に
は
、
こ
の
地
の
貴
重
な
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石
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す
る
地
質
か
ら
原
始
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代
の
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跡
、
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徒
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至
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っ
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